






を算出した。
　図7に浸潤速度と膨潤率の経時変化を示す。今回の実
験条件において，ベントボールは突固め供試体に比べ，
浸潤速度の値は低く，膨潤率も高い値を示した。ベント
ボールは突固め供試体に比べて供試体の初期乾燥密度が
高いので，上記のような結果を示したと考えられるが，
給水前の供試体において水みちとなり得る部分の割合は
ベントボールの方が大きく，供給水の浸潤が進行しやす

い条件にあるものと思われた。しかし，上記の実験結果
から，給水前のベントボールは水みちとなり得る部分の
占める割合は大きいが，その止水性は高く長期間にわた
り維持されるものと考えられる。図 6右は，給水開始か
ら90日経過した後の実験の様子を示したものである。こ
の写真からも，ベントボールの長期間にわたる高い止水
性と高い膨潤性が確認できる。今回行ったベントボール
の場合，図 6左に示したように，メスシリンダ壁面と供
試体の間に若干の隙間が生じてしまったため，実験開始
直後にメスシリンダ壁面付近の一部で給水と同時に浸潤
が進行してしまった。しかし，給水と同時に浸潤が進行
した部分は，時間が経過しても浸潤がそれ以上進行する
ことはなく，供給水が均一に浸潤していると判断される
浸潤面のみが時間の経過に伴い進行している状況が観察
された。
　以上の実験結果から，早期浸潤しやすいと懸念される
ベントボールでも地下水の流速が小さい条件では，この
ように急速に再冠水する状況は少なく，緩衝材として適
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むすび＝放射性廃棄物の地下処分場において使用されて
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